
1.		  はじめに

1.1.		問題の所在

小学校での学習に古典学習が位置づけられ，

中学校での古典学習は，小学校での学習を踏

まえ，引き続き親しむことを重視した上で，そ

の表現を味わったり，自らの表現に生かしたり

することに重点が置かれている（文部科学省　

2019）。ここで言う古典とは，古文・漢文という

だけでなく，我が国において古来引き継がれてき

た思想やものの見方，考え方が含まれており（国

語ワーキンググループ　2016），現代にもつなが

る日本人のものの見方や考え方と捉えて，自ら

の生活や生き方に生かすことが求められている。

では，生徒にとって古典の学習はどのよう

な位置づけになっているか。２年生での古典

学習が始まるにあたり，事前にアンケートを

行ったところ，古典の学習が役に立たないと

答えた生徒が 48.4％（62 人），役に立つと答え

た生徒が 51.6％（66 人）であり，約半数の生徒

にとって，古典は役に立たないものと捉えられ

ている。 そして，役に立つと答えた生徒が，そ

う考えた理由についてまとめたのが表 1である。

Aは古文を学ぶ意義がはっきりと捉えられて

おらず，B は生活の中で古文に出会ったときの

み役に立つと考えているものである。C は古典

の世界を味わうことに良さを見いだしており，

個人の読書につながる可能性を持っている。D
は古典の範囲を超えて自分の生活を豊かにす

ることを挙げているものである。この結果を見

ると，役に立つと答えている生徒でも，具体

的に意義が捉えられていない生徒（ A 3.1%）や

古典と出会う場面に限定して役立つと答えた生

徒（ B 23.5%）が多く，自身の生活や生き方に

関わったり国語力を鍛えたりするものとして捉
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えている生徒は C と D の 25.1% と，とても多

いとは言えない。

古典に親しむためには，古典に表れたもの

の見方や考え方の中に，新たな発見をしたり

興味・関心を高めたりしていくことが重要であ

り（文部科学省　2019），そのためには，古典

を自分とかけ離れた古い時代を学ぶものとして学

習するのではなく， 自分と関わるものと感じられる

学習の工夫をしていく必要がある。

1.2.		研究の方法と目的

文章に表れた筆者のものの見方に着目させ，新

たなものの見方が獲得できたり，自分の表現に生

かされたりすれば，古典を自分と関わるものとし

て捉えることができ，古典を学ぶ意義が感じられ

るのではないかと考え，本実践を行うこととした。

古典を現代とのつながりの中で捉えようとする

実践として，増田ら（2013）の実践がある。増田

らは，「枕草子」の授業実践を行い，ワークシー

トの記述から生徒が自然や四季についての認識

を深めたことを捉え，古典を読むことの現代的

価値を感じているとしている。しかし，直接生

徒がどのように捉えたかは明らかにされていな

い。そこで，筆者のものの見方に着目した古典学

習が生徒にとってどのような意義を持たせることに

なるのか，生徒の記述をもとに探っていきたい。

2.	 授業の実際

2.1.		授業のねらい

本実践では，教科書の定番教材である「枕

草子」を扱う。「枕草子」は清少納言によって

平安時代に書かれた随筆である。第 1 段「春

はあけぼの」は，「伝統的な和歌の視点」とそ

れとは異なる「独創的な視点」（長谷川 2018）
が織り交ぜられ，当時の季節感が表現力豊かに

書き表されている。

清少納言の視点は当時において独創的ではあ

るが，冒頭にもあるように現代にもつながる見方

であり，現代の私たちに理解できないものではな

い。自分たちの周りを見渡すと，気づいていない

だけで似たような事象や出来事はあり，共感でき

る部分がある。本実践では，やりくりのテーマの

もとに，自分たちの季節感や経験を振り返らせ，

筆者の季節感と比較させることで，筆者の細や

かな観察眼に気づかせ，表現の参考にさせたい。

2.2.		学習計画

授業では，清書納言が取り上げたものや情

景について，どのような点に趣があるのかを考

えさせることで，清少納言の優れた視点や自分

たちが気づかなかった視点に着目させたい。

第 1 時	 枕草子について知る。

第 2 時	 第 1 段の音読をし， 読み慣れる。

 自分と筆者の四季の捉え方を比較し，

筆者のものの見方について考える。

第 3 時	 筆者のものの見方を全体で共有する。

第 4 時	 第 125 段 「九月ばかり」 を音読する。

 筆者が「をかし」と感じたものに

ついて情景を想像する。

第 5 時	 筆者のものの見方を全体で共有する。

 自分なりの「春はあけぼの」を書く。

2.3.		活動の実際

第 2 時では，まず生徒自身が四季それぞれで

「いい感じ」と思うものをワークシートに記述

させ，第 1 段の表現と比較させた。生徒が持っ

ている材料は，自分たちが考えた季節の景物と，

筆者の述べた景物である。生徒たちから挙げ

られた季節の景物は，「桜」「紅葉」など単語を

挙げたものが多く，その季節を代表するような

意見に重なる傾向が見られた。中には何があっ

たかと考え込む生徒もいた。それを第 1 段の表

現と比較することで，生徒たちは，筆者の視点

がどのようなところに向けられているか考えて

表 1　古典の学習が役立つ理由
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いった。図 1は，班でまとめた意見である。生

徒たちは五感による季節の捉えや時間の経過に

よる美しさなど，季節ごとの表現の特徴を見つ

け，筆者のものの見方について考えることがで

きた。班ごとに捉えた筆者の視点は，第 3 時に

全体で共有し，自分たちの気づかなかった視点

についても考えることができた。第 4 時では，

第 125 段の「九月ばかり」を扱った。「九月ば

かり」は雨上がりの景色の美しさを鋭い観察眼

により描いた章段である。「をかし」と感じら

れる対象を文章中から探すだけでは昔の人のも

のの見方を捉えることにはつながらない。どの

ような点を「をかし」と表現しているのかを考

えさせることで，情景を思い浮かべ，筆者の細

やかで鋭い観察眼に気づくのではないかと考え

た。文章の意味を確認した後，「本当に『をかし』

と感じられるか」と投げかけてみると共感しな

い生徒も多く，どのような点を「をかし」と述

べているのか，班ごとに考え説明させることと

した（図 2）。生徒は，露の美しさを伝えるため

に，前日の雨や雨が上がった後の朝日の様子な

ども想像して伝えようとしており，古文中の表

現にこだわった読み取りを行う姿が見られた。

また，自分のこれまでの経験や似ているたとえ

などを交え，関連付けながら情景の説明を行っ

ていた。「枕草子」 は，独自の視点から述べら

れていると言われるが，共感できないものでは

なく，むしろ私たちにも共通するものの見方が

ある。それを言語化することで，筆者のものの

見方について考えることができた。

2.4.		事後アンケートより

「枕草子」とその後の「徒然草」の授業を終

えた後，事後アンケートとして清少納言の見方

について感じたこと，思ったことを自由記述に

より答えさせた。また，「枕草子を学習してよ

かったことはありますか」という質問を，「ある」

「ない」の二件法で選択させ，その理由を自由

記述で答えさせた。

自由記述によって生徒が取り上げた清少納

言の視点には，次のようなものがあった。

・探せば見つかるもの

・人があまり注目しないもの　

・自然の中の一瞬の出来事

・人が気づかない自然の美しい変化

・生活の中に当たり前にあるもの

・時の移り変わりによる変化

・五感による捉え　　・生き物の動き

・些細なこと　　　　　・小さな変化

このように清少納言の鋭い観察眼や，独特

の感性，視野の広さ，多面的な見方に感心し

た記述が見られた。他にも，表現力や面白い

ものを見つけていこうとする姿勢に触れた記

述が見られた。また，自分たちの言葉で言う「エ

モい」に当たるのでは，と現代に置き換えて捉

えようとする記述も見られた。

「『枕草子』を学習し，昔の人の見方に触れ

てよかったと思うことはありますか？」という

質問には，96.7% の生徒が「ある」と答えた。

表 2は，「ある」と答えた理由をまとめたもの

である。生徒の記述からは，興味関心を広げら

れることに触れた意見（ C）が 25.3%，自然に

対して新たな見方を知ったり自分の見方が広

図 1　筆者の視点 （第 1段）

図 2　「をかし」 と感じた点 （第 125 段）
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がったりしたと答えた意見（D）が 64.7% であっ

た。清少納言独自の視点で描かれている 「枕

草子」 から，生徒は細やかにものを捉える視点

や，多面的にものを捉える視点を見いだし，自

分の視点を広げる契機としている。さらに，多

面的な視点や感じたことを文章に残して伝え

ていこうとする姿勢が、 自然に対する見方に限

らずこれからの自分の生活に役立つと答えた意

見（ E）もあり，古典を学習する意義を，自身

の生き方に結び付けて考えた生徒もあった。

3.	 考察

今回扱った「枕草子」は随筆であり，筆者の

見方・考え方がはっきりと表れている。授業では，

それを現代にもつながる（共感できる）見方であ

るという捉え方のもと活動を行った。それぞれ

の自然の景物の良さを，生徒自身の体験や記憶

と重ねて考えさせ，生徒同士で共有させていく

中で，これまで気づかなかったり自分が興味･関

心を持っていなかったりしたものに目を向けさ

せることができたのだと考えられる。事後アン

ケートの生徒の感想に次のようなものがあった。

・当たり前の風景を，視点を変えてみること

で感じるものがあることが分かりました。

趣とまではいかなくても，「なんかすてき」

とか，「こんなのあったっけ」とか，小さ

な気づきが生まれると，歩いているだけ

でも楽しむことができました。

・最近はインターネットとか，家にこもること

が多くて，景色にあまり触れない人も多い

のではないかと思うけど，この「枕草子」で

昔の人のように景色，季節の変化を楽し

むことを思い出させてくれたと思います。

記述から新たな見方の獲得によって，豊か

な感性が獲得されているのではないかと考え

られる。古典は生徒と切り離されたものではな

く，表現を支えるものの見方は，現代の生徒た

ちにとっても意義のあるものとなり得ることが

分かった。このように，新たな視点を持って周

囲に目を向けてみると様々なものが見え始めた

という経験が，古典を学ぶ意義につながるので

はないかと考えられる。

4.	 まとめと今後の課題

生徒の過ごしている環境は，まだまだ自然の

多い環境である。にも関わらず，周囲の自然に

目を向ける心のありようにない生徒もいる。生

活環境の変化が自然に目を向ける機会を減ら

しているとも考えられるが，古人の見方に触れ

ることで視野を広く持ち、これまで気づかなかっ

たことに気づくことができる。 本実践では，生徒が

古典を学ぶ意義をどう捉えるか，生徒の記述

をもとに探ってきた。今後は，古典が生徒にとっ

てより意義のあるものとなるためには，どのよ

うな視点や活動が有効なのか考えていきたい。
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